
「革新的添加剤製造法の開発による低燃費タイヤの普及」
【
環
境
大
臣
賞
・
優
秀
賞
】

低
価
格
・
高
性
能
化
で
後
押
し

東京工業大学／ダイソー

新設されたシランカップリング剤
製造プラント ダイソー尼崎工場

　
自
動
車
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
含
む
車
両
の

改
良
、
駆
動
系
を
含
む
走
行
性
能
の

改
善
な
ど
様
々
行
わ
れ
、
我
が
国
で

は
今
や
世
界
で
最
も
省
エ
ネ
化
が
進

ん
だ
自
動
車
を
生
産
し
て
い
る
。
し

か
し
、
自
動
車
と
特
に
縁
の
深
い
タ

イ
ヤ
に
は
「
低
燃
費
タ
イ
ヤ
」
と
い

う
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
低
燃
費
タ

イ
ヤ
の
普
及
は
長
く
望
ま
れ
て
き
た

が
、
本
研
究
開
発
の
開
始
当
時

１

９
９
７
年
頃

、
我
が
国
の
普
及
率

は
欧
州
の
約

％
に
は
遠
く
及
ば

ず
、
５
％
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
理

由
は
低
燃
費
タ
イ
ヤ
の
高
価
格
、
特

に
そ
の
性
能
発
現
に
必
須
な
添
加
剤

シ
ラ
ン
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
剤

の
高

価
格
に
あ
っ
た
。
全
消
費
エ
ネ
ル
ギ

ー
の

％
近
く
を
占
め
る
「
転
が
り

抵
抗
」
を
軽
減
し
た
低
燃
費
タ
イ
ヤ

に
お
い
て
は
、
タ
イ
ヤ
ゴ
ム
へ
の
シ

ラ
ン
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
剤
の
添
加
が
必

須
で
、
こ
れ
に
よ
り
５

６
％
燃
費

が
改
善
さ
れ
、
そ
れ
は
１
・
０

１

・
２
％
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
相
当
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
値
は
、
京
都
議
定

書
で
求
め
る
削
減
値
の
実
に
約
５
分

の
１
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
問
題
に
対
処
す
べ
く
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
添
加
剤
の
新
製
造
法
開
発

に
お
い
て
、
あ
る
種
の
有
機
溶
媒
中

で
単
体
硫
黄
と
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム
を

直
接
固
体

固
体
反
応
さ
せ
る
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
類
例
の
な
い
画
期
的

な
手
法
を
開
発
し
、
爆
発
的
な
反
応

を
完
全
に
制
御
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
こ
の
方
法
で
得
ら
れ
る
原
料
を

用
い
て
低
燃
費
タ
イ
ヤ
用
添
加
剤

ビ
ス
「
ト
リ
エ
ト
キ
シ
シ
リ
ル
プ

ロ
ピ
ル
」
オ
リ
ゴ
ス
ル
フ
ィ
ド

の

高
効
率
新
合
成
を
達
成
し
た
。
こ
の

基
盤
技
術
を
も
と
に
、
工
業
的
な
レ

ベ
ル
で
の
製
造
法
の
開
発
に
努
め
た

結
果
、
大
型
プ
ラ
ン
ト
で
の
製
造
可

能
な
技
術
を
開
発
し
た
。
５

の
フ

ラ
ス
コ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
合
成
で

あ
る
が
、
２
６
０
万
倍
の
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ

立
方

を
経
て
、
尼

崎
で
の
新
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
・

稼
働
に
至
っ
た
。
本
技
術
に
よ
り
製

造
さ
れ
る
添
加
剤
は
、
低
価
格
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
従
来
品
に
比
べ
高

純
度
且
つ
高
性
能
で
あ
る
。
ま
た
、

本
製
造
所
は
国
内
唯
一
の
製
造
拠
点

で
あ
り
、
添
加
剤
の
安
定
供
給
で
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
２

０
０
８
年
の
プ
ラ
ン
ト
増
設
を
経
て

そ
の
生
産
体
制
は
益
々
強
固
と
な
っ

て
お
り
、
低
燃
費
タ
イ
ヤ
の
普
及
に

伴
う
増
産
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
本
技
術
開
発
は
、

低
燃
費
タ
イ
ヤ
の
普
及
に
よ
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削

減
に
よ
り
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

に
貢
献
す
る
一
方
、
余
剰
資
源
と
し

て
毎
年
１
０
０
万

以
上
が
無
加
工

で
輸
出
さ
れ
て
い
る
硫
黄
の
有
効
利

用
技
術
開
発
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら

れ
、
資
源
問
題
に
も
貢
献
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
燃
費
効
率
向
上
の
た
め

の
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
優

れ
た
省
エ
ネ
型
自
動
車
が
生
産
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
シ
ラ
ン
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
剤
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ

る
実
際
の
燃
費
改
善
効
果
は
約
２
・

５
％
と
な
っ
た

０
・
５

０
・
６

％
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
相
当

。

し
か
し
こ
の
値
は
、
我
が
国
の
す
べ

て
の
車
が
低
燃
費
タ
イ
ヤ
を
装
着
し

た
と
仮
定
す
る
と
、
年
間
当
た
り
約

１
５
０
万

の
燃
費
節
約

年
間
当

た
り
約
４
５
０
万

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減

に
相
当
す
る
。
今
日
、
低
燃

費
タ
イ
ヤ
の
普
及
率
は
開
発
開
始
当

時
の
５
倍
以
上
に
ま
で
伸
び
、
エ
コ

カ
ー
の
新
車
の
ほ
と
ん
ど
が
装
着
す

る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
低
燃
費
タ

イ
ヤ
の
低
価
格
化
は
、
２
０
１
０
年

１
月
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
ン
ク
付
け
や

国
民
の
エ
コ
志
向
と
相
ま
っ
て
そ
の

需
要
を
さ
ら
に
刺
激
し
て
お
り
、
今

後
益
々
低
燃
費
タ
イ
ヤ
の
普
及
が
進

む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「多機能シートによる緑化技術」
【
優
秀
賞
】土

づ
く
り
に
視
点
置
き
開
発

多機能フィルター

多機能フィルター施工３年 カ月後の法面

多機能フィルター従来工法

　
現
在
、
自
然
災
害
や
経
済
活
動
に

伴
い
、
緑
の
減
少
、
土
壌
の
劣
悪

化
、
生
物
多
様
化
の
減
少
、
水
域
の

汚
染
等
の
環
境
破
壊
が
急
速
な
勢
い

で
進
ん
で
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
地
球
の
温
暖
化
、
局
所

的
な
豪
雨
、
旱
ば
つ
等
の
異
常
気
象

や
大
き
な
災
害
に
繋
が
っ
て
い
る
。

我
が
国
の
よ
う
に
南
北
に
細
長
く
、

劣
悪
な
土
質
で
、
山
地
斜
面
を
利
用

し
て
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
開
発
し
た
斜
面
の
保
護
と

緑
の
再
生
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
技

術
的
工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

従
来
の
緑
化
工
法
は
、
外
国
か
ら
輸

入
さ
れ
た
芝
草
の
種
子
及
び
有
機
系

資
材
な
ど
を
水
と
混
合
し
た
も
の
を

吹
付
け
、
そ
の
根
の
力
で
法
面
の
保

全
を
図
る
と
い
う
急
速
緑
化
技
術
が

主
流
で
あ
っ
た
が
、
緑
化
が
完
成
す

る
ま
で
に
降
雨
等
に
よ
り
、
有
機
系

資
材
・
肥
料
な
ど
が
流
出
し
、
数
年

経
過
す
る
と
、
養
分
が
な
く
な
り
、

基
盤
層
の
乾
燥
等
に
よ
り
、
植
生
が

衰
退
し
、
基
盤
材
の
脱
落
や
降
雨
・

乾
燥
・
風
害
に
よ
る
法
面
の
侵
食
や

崩
壊
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
た
。

　
ま
た
、
外
来
草
種
を
多
く
導
入
す

る
た
め
、
そ
の
密
集
し
た
植
物
群
落

に
よ
り
自
然
植
物
の
侵
入
が
妨
げ
ら

れ
、
現
地
周
辺
の
植
物
と
の
調
和
を

図
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
植
物
の
生
育
基
盤
で
あ
る
「
土

づ
く
り
」
に
視
点
を
置
き
、
シ
ー
ト

の
み
で
、
土
の
動
き
を
止
め
、
法
面

を
侵
食
せ
ず
、
水
分
保
持
機
能
を
備

え
、
飛
来
種
子
に
よ
る
緑
化
も
容
易

で
、
よ
り
自
然
に
近
い
状
態
で
計
画

緑
化
が
可
能
な
遅
速
緑
化
工
法
多

機
能
シ
ー
ト
の
開
発
を
目
指
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
極
細
の

水
性
短
繊

維
を
複
数
種
配
合
さ
せ
加
工
し
、

％
の
空
隙
率
を
有
す
る
繊
維
相

を
形
成
す
る
シ
ー
ト
に
よ
り
、
降
雨

・
乾
燥
等
の
気
象
変
化
に
対
し
て
も

一
定
の
排
水
層
を
保
ち
時
間
耐
降
雨

１
０
０

の
排
水
機
能
と
保
湿
機

能
を
有
す
る
シ
ー
ト
の
完
成
に
至
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
現
地
試
験
で
の
結

果
、
施
工
直
後
の
豪
雨
へ
の
耐
侵
食

性
、
自
然
侵
入
植
物
の
定
着
、
永
続

的
な
安
定
的
植
生
と
遷
移
及
び
植
生

基
盤
相
の
肥
沃
化

有
機
物
・
微
生

物
の
増
加
に
よ
る
土
づ
く
り

が
可

能
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
０
０
年
に
国
土
交

通
省
の
新
技
術
活
用
評
価
委
員
会
に

お
い
て
、
従
来
工
法
に
比
較
し
、
技

術
の
信
頼
性
・
優
位
性
・
安
定
性
・

現
場
適
応
性
で
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ

Ｖ
登
録
を
取
得
。
こ
れ
ら
の

成
果
を
も
と
に
従
来
、
永
続
的
緑

化
、
自
然
緑
化
や
水
質
保
全
が
困
難

と
さ
れ
た
数
々
の
現
場
、
劣
悪
土

壌
、
ダ
ム
・
河
川
の
水
域
保
全
、
災

害
復
旧
現
場
へ
の
適
用
と
、
従
来
工

法
の
手
直
し
費
用
の
削
減
等
、
環
境

保
全
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　日立環境財団と日刊工業新聞社が共催する第 回
「環境賞」は、応募総数 件の中から優秀賞２件、
優良賞２件の計４件が入賞した。環境大臣賞・優秀
賞には、東京工業大学とダイソーの「革新的添加剤
製造法の開発による低燃費タイヤの普及」が選ばれ
た。今回はエコカー、緑化・森林再生、東アジアの
連携など非常に時代ニーズに合った受賞案件が目立
った。日本が高いポテンシャルを持つ環境技術で、
産学官の連携やグローバル展開が着実に成果を出し
始めている。「環境賞」への国内外の評価は今後、
ますます高まっていくだろう。 （１面参照）第３９回「環境賞」に４件持続可能な社会を構築

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ５月１８日 金曜日 　　


